
彼女たちのSOSを
受け止めるために

symposium

VOL . 2―札幌市若年女性支援事業１年目を終えて―

主催：（公財）さっぽろ青少年女性活動協会、特定非営利活動法人CAN（Child Advocate Network）、
　　　北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター

後援：札幌市（予定）




2022.7.30.Sat.
13:00-16:45

お申込みは
←こちらから

■日　時：2022年7月30日（土）13時～16時45分
■  実施方法 ：ZOOM （お申込みいただいた方にミーティングIDをお知らせします）
■申　込：上記QRコードよりPeat i xでお申込み、または札幌市男女共同参画センター（電話：011 -728 -1255
   　　　　MAIL :  j i g you@dan jyo . s l - p l a za . j p）までお申込みください。
■参加費：無料
■プログラム
　第一部　「札幌市若年女性支援事業LiNKの報告―現状と課題」
　　司会：辻智子（北海道大学教員、NPO法人CAN理事）
　　報告：菅原亜都子（公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会係長）、屋代通子（NPO法人CAN事務局長）、
　　　　　馬場通江（札幌市子ども未来局子ども育成部子ども企画課企画係長）
　第二部　「社会的養護を経験した若者たちの“その後”を考える」
　　司会・話題提供：井出智博（北海道大学教員、IFCA（International  Foster  Care All iance)、NPO法人CAN理事）
　　話題提供：永野咲さん（武蔵野大学教員、IFCA）、安田徹さん（札幌乳児院、自立支援コーディネーター）


